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［論文要旨］

　筑波研究学園都市は昭和 55 年に概成した計画都市である。43 の国立試験・研究・教育機関とそ
の勤務者，及び家族が移転・移住した。これほど大規模な計画都市は，筑波以前には無く，現在ま
で類を見ない。近年はつくばエキスプレスの開通に伴う民間ベースの都市開発により，洗練された
郊外型都市に変貌しつつある。本報告はこの計画都市が最も計画都市らしかった時代（概成期）に
おける自然と生活について検討する。筑波研究学園都市の「自然」は，周辺農村の二次的自然とは
異なり，人工の緑地である。生産活動に利用されることは無く，当時植栽されたばかりの「自然」
も人とのつきあいの経験が無い。それでも，学園都市の住民たちは，そうした「自然」を活用し，
深い愛着を抱いてきた。特に移住者の子弟達にはそうした傾向が見られる。この移住者達は「新住
民」と呼ばれていたが，その中身は一様ではない。移住時期によってタイプに分かたれ，それぞれ
性格づけられていた。しかし，子供達は懸命に新たな同級生や環境に折り合いを付けつつ一様に筑
波を故郷ととして開発しようとしていた。また，元々周辺農村に暮らしてきた住民達は，この新住
民達，また学園都市そのものと対立することもあったが，徐々に気むずかしく見える新住民達や，
人工的な自然にも慣れ親しむようになる。そして学園都市中心部で開催される「まつりつくば」は，
これら旧農村部の住民達によって担われる。その一方で現在「新住民」たちの姿は見えない。彼等
は「つくばスタイル」という都市開発のスローガンのもと，「知的環境」を担う要素となりつつある。
また，概成後 30 年が経過し，人工緑地は著しく伸長した。もはやかつての子供達が遊びほうけて
きた「故郷の自然」では無くなってきている。開発者の「ふるさと」は消滅しつつある。同様なこ
とは，大規模団地で生活した多くの子供たちにも言えることであろう。ひとり筑波研究学園都市だ
けの問題ではない。
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